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まえがき

静岡大学人文社会科学部社会学科文化人類学コースでは、3年次に、「フィール ドワ■夕実習」
という授業を開講しています。静岡県内でその年の調査地を選び、 1週間宿泊しながら、地域

について学び、報告書を作成するという授業です。

フィール ドワーク実習のテーマは、「地域で学ぶ、地域を学ぶ、地域を通して学ぶ、そして地

域に学びの成果をお返しする」ということです。文化人類学の方法論を地域で学び、また、地

域の歴史や文化そのものを深く学ぶ。さらには、日本全体や、あるいは世界で現在問題になっ

ているような事象を、地域を通して学び、そしてこれらの学びの成果を多少なりとも地域にお

返しする、ということで丸 人間の文化について理解を深める文化人類学にとっても、地域の

中で学ぶフィール ドワークを教育方針としている静岡大学人文社会科学部としても、この実習

は、非常に重要な意味を持つていま九

今年は、縁あつて、H・l‖市原泉地域にお世話になりました。原泉地域は、柳 ‖の最北端にあ

り、山がちな地形で、日本全国の中山間地域の例にもれず、人口の減少が続き、とうとう数年

前には地域最後の学校であつた原泉小学校が廃校になりました。しかし、地域の統合の象徴で

ある学校を失うまいと、小学校跡地を「原泉さくら咲く学校」という地域の拠点として維持す

ることを決め、地域の方がボランティアで運営しています。中山間地域の生活の喜びと苦労、

語り継がれてきた歴史、地域を維持しようという努力、という普遍的なテーマを、原泉を通し

て学ぶ実習となりました。

今年度は、この「原泉さくら咲く学校」を調査の拠点として、教員 4名 と学生 10名 (渕 I

瑞貴・兼子拓也・黒島早織・高橋歩・高安優太・竹村友花・官口真衣・召田将道・山東隼也・

柳静宜)の 14名 が、6月 2日 から8日 までの6泊 7日 、原泉地域で現地調査させていただき

ました。実習の最終日にあたる6月 8日 には、原泉さくら咲く学校に併設されている原泉地域

生涯学習センターで現地発表会を開催し、地域の方々に調査の成果を聴いていただきました。

調査の初日には、さくら咲く学校運営委員の方たちがバーベキューで歓迎してくださり、翌

日からもさまざまな方たちが学校を覗いては、不便はないか、訊きたいことはないか、と気を

配つて下さいました。昼と夜の食事は、地元の女性が作りに来て下さり、地域の食材も使った

おいしい食事を提供していただきました。このようなサポー トのおかげで、学生たちはのびの

びと調査させていただきました。

最初に原泉を紹介して下さつたコンセプト株式会社の佐藤雄一さん、原泉さくら咲く学校理

事長の鈴木信夫さん、連絡役になっていただいた鈴木渉さん、原泉での受け入れ窓口になつて

くださった佐藤忍さん、理事のみなさん、テナントのみなさん、各地区長さんたちをはじめと

する地域のみなさん、大変お世話になりました。紙幅の都合のため、お名前を挙げることがで

きなかつた皆様をふくめて、ここに記して厚く御礼を申し上げます。

なお、本報告書の刊行にあたつては、静岡大学人文社会科学部学部長裁量経費の助成を受け

ました。本報告書の内容は、下記のlIRLからもご覧いただけます。

http:″w― h田.shizuoka acjp/s,ah1/bunJw
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